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【文化祭を通して 自分の強みを見つけよう】 

～「８つの知能で」未来を切り開く～ 

皆さんの得意なことは何でしょうか。体を動かすことが

得意な人・勉強が得意な人・楽器を奏でることが得意な

人・絵を描くことが得意な人・書道が得意な人・料理が得

意な人・人前で話すことが得意な人・人の話を聞くことが

得意な人・新しいことに挑戦することが得意な人・決めら

れたことを毎日続けることが得意な人・失敗しても気持ち

を切り替えることが得意な人・失敗しても粘り強く取り組

むことが得意な人など、人によって得意なことは様々ある

と思います。素敵ですね。 

さて、今回のテーマは「多重知能理論」という考え

方についてです。「すべての人間には８つの知能（論理・数

学、言語、音楽、空間、博物、身体・運動、対人、内省）

が備わっている。それらは使っていないようでも必ずあ

る。」というものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私(中田)の場合、得意なことは「競技ダンスを踊るこ

と」です。その際には、 

・リズムや調和を取るための「音楽的知能」 

・舞台で他の組との衝突を避けるための「空間的知能」 

・踊りに味わいや深みを出すための「博学的知能」 

・筋肉や骨格を繊細に動かすための「身体・運動的知能」 

・パートナーと協力するための「対人的知能」 

の様に、複数の知能を同時に使っています。 

 皆さんが自分で思い浮かべた「得意なこと」にはどの

「知能」が「どのように使われているか」を考えてみまし

ょう。得意なことや人によって使われる知能は、当然変わ

ってきます。８つの知能に優劣は無いということは覚えて

おきましょう。 

また、何かを達成するために乗り越えることが困難な場

面に直面した時・新しい何かを考えたいと思う際、人間に

は８つの知能があってそれらは状況によって上手く使える

ということを知っておくと、これまでとは少し違った解決

方法や回避方法が思いつくかもしれません。何かしらの答

えを導き出したい時に、一つの答えが出た後、そこで満足

せずにもう一つ別の方法を考えてみる習慣をつけてみまし

ょう。他の解決策や答えを考えることで、必ず他のアイデ

ィアが出てくるはずです。その際に、「今出てきた答えに

は、何の知能を使っているのかな」ということを反復して

考える訓練をすることで、自分には色々な考え方ができる

のだということを自覚できるようになります。 

 

さらに、多重知能理論を知ると、自分の強みがわかるよ

うになります。自分の強みがわかると、他の人の強みもわ

かるようになってきます。他の人の強みがわかると、自分

と他の人の強みの違いも見えてきます。これは私の好きな

言葉「十人十色」にも通じるものですが、「みんな違って

みんな良い」のです。 

 

自分自身を認め・尊重しながら、他の人にも敬意を持っ

て接することで「共感力」が生まれます。人との繋がりの

大切さや尊さに、気付いてもらえたらと思っています。 

 

引用資料：自分の強みを見つけよう 著：有賀三夏 



 

ここからはそれぞれの知能について「知能の詳細」「知能

が生かせる職業」「伸ばすための活動例」を見ていきます。

特定の職業において、それぞれの知能はどのような働きを

しているのかに着目してみると良いでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 大切なことは、他者と一緒に「自分自身で考えること」

です。正解がわからないからこそ、どんな人生にしたいの

か、どう生きていきたいのかを常に問い続け、考え続け、

自分なりの答えを作り出していくことが、未来を切り開く

力へと繋がります。無限の可能性を信じていこう！ 

文責：進路指導部 中田 隼太 
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